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本年２月７日に事業計画の決定がされ、３月から平成１６年度及び１７年度の事業として

減価補償金による用地の先行取得を実施しておりますが、減歩緩和にご協力いただいた方々

に感謝申し上げます。また、８月に換地設計業務の委託契約を行い計画的に進めています。 

そこで、現在の事業の進捗状況と関係権利者や学識経験者から組織される土地区画整理審

議会委員の選出方法並びに今後の事業予定を説明するため、１０月１１日から１９日にかけ

て６回の地元説明会を開催させていただきました。お忙しい中ご出席いただいた方々につき

ましては、貴重なご意見ご要望をいただき誠にありがとうございました。 

つきましては、説明会のなかで皆様からいただいたご意見ご要望にお答えしたものについ

て、主なものを取りまとめましたのでお知らせしますとともに、説明会での主な項目であり

ました土地区画整理審議会委員の選挙日程が決まりましたことを併せてお知らせいたしま

す。 

また、出席出来なかった権利者の皆様には、説明会会場で配布した資料を同封しています

のでご査収下さい。 

なお、これからもご不明な点やお尋ねになりたいことがございましたらお気軽に役場まで

ご連絡ください。今後とも皆様方のご理解ご協力をお願い申し上げます。 

 

★ 地元説明会参加状況 

 

開 催 日 地 区 名 対象者 参加者 

平成１７年１０月１１日(火) 小島田１   ５４名 ２９名 

平成１７年１０月１２日(水) 元 村２   ９８名 ６０名 

平成１７年１０月１４日(金) 浜 田１   ６５名 ３１名 

平成１７年１０月１７日(月) 小島田２   ５９名 １９名 

平成１７年１０月１８日(火) 浜 田２   ４０名 １５名 

平成１７年１０月１９日(水) 元村２・茶屋ノ崎 ７０名 ３０名 

合   計 ３８６名 １８４名 
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地元説明会を開催しました。 



 

 

 

 

 

               

               

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

                

 

地元説明会で出された意見・要望等 

「Ｑ１」 

自分達の地区から委

員の候補者が出なか

ったらどうするので

すか？ 

「Ａ１」 

地区の権利者のご意見を審議会に反映させるた

めに、代表となっていただくのが審議員の役割

です。そのためにも各地区から候補者が出てい

ただくのが理想ですので、できれば各地区の権

利者数に比例した委員数が最良ではないかと考

えています。その考えでいきますと、元村２＝

３名、浜田１＝１名、浜田２＝１名、小島田＝

２名となります。 

「Ｑ２」 

審議会委員の選出の

ために町から指導が

できませんか？ 

「Ｑ３」 

選挙はどうしても実

施しないといけない

のですか？ 

「Ａ２」 

権利者の中からその地区の代表となっていただ

きますので、立候補又は推薦により選出する方

法になります。町が積極的に関与することはで

きませんが、地区から要請があれば協力してい

きたいと思います。 

「Ａ３」 

しなくても良い場合があります。所有権者及び

借地権者の定数はそれぞれ７名、１名ですが、

定数のとおりの候補者になった場合は、全員が

当選となり、選挙の必要はございません。 

H17.10.12 ／元村二公民館 



               

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

               

               

 

 

 

「Ｑ６」 

工事期間が１５年と

なると、建物移転補償

額が違ってくるので

は？ 早く移転した

いのに１５年も待た

されて補償額も下が

ったのでは納得がい

きません。 

「Ｑ５」 

建物移転補償額の算

定の仕方は？ 

「Ａ６」 

工事計画書に基づいて工事をしていきますが、

後の方に工事着工となる方々には、交渉をする

時点での基準単価で算出しますので、ご理解い

ただきたいと思います。尚、社会情勢により補

償基準額や再築補償率の変動があることも付け

加えておきます。１年でも早く完成するよう努

力致します。 

「Ａ５」 

ここでは、換地される宅地に補償対象となって

いる建物がおさまらないケース、いわゆる解体

補償の場合でご説明致します。建物補償の基準

表に基づいて算定します。補償対象となる建物

の部材をひとつずつチェックし、この建物を今

新築したとしたら、いくら費用がかかるのか算

出します。その額に建築後何年経過したかで定

められている再築補償率を掛けて補償額が算定

されます。 

「Ｑ４」 

学識経験者２名は町

内から選任するので

すか？ 

「Ａ４」 

町内と町外からそれぞれ１名ずつで、区画整理

経験者の選任を考えています。 

「Ｑ７」 

減歩率について 

・減価補償金による用

地取得状況はどの

ようになっている

のか？ 

・現在何ﾊﾟｰｾﾝﾄか？ 

・市街地も山手側も同

じ減歩率か？ 

「Ａ７」 

・皆様からの売却申出が 8,280 ㎡ございました

が、そのうち内諾していただいた分も含めま

して約 4,300 ㎡の用地について、確保されて

おります。 

・現在の用地取得後の平均減歩率は約２３．９％

です。 

・比較する二つの土地が工事完成後に同じ幅員

の道路に接したと仮定した場合、市街地の中

にある宅地と、山手側の狭い道路に接した同

規模の宅地とでは、前者の方が減歩率が低く

なるのが通常と思われます。 

「Ｑ８」 

過小宅地の対象は？ 

「Ａ８」 

町としては、１００㎡以下を対象に検討ている

ところです。なお、減歩されない分は清算金の

対象となります。この件に関しましては、審議

会で決定していくことになります。 



               

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Ｑ１１」 

当初計画で法面のと

ころに墓地の計画が

あったが、どうなって

いるのか？ 

「Ａ１１」 

墓地の造成は、現在も計画しています。墓地を

計画している場所は、当初宅地として利用でき

ない土地のため緑地としていましたが、減歩率

を下げるために施行区域外としました。この墓

地の部分は、区画整理事業を実施する場合、道

路整備や宅地造成に影響がでてくる場所となり

ますので、予算上は区画整理事業と切り離した

単独事業となります。 

「Ｑ１２」 

工事着工はどこから

入るのか？ 

「Ａ１２」 

基本的な考え方として行き止まりの道路は好ま

しくないと考えますので、西時津左底線と冬切

線の整備を優先して、エリア的に進めるよう考

えています。また、東小学校の通学路が危険と

いう指摘を受けているので、旧パリスから東小

側にある町道までを視野に入れています。来年

度工事施工箇所の調査を行いますが、関係者の

ご協力が影響するものと考えています。 

「Ｑ１３」 

全体の総事業費は？ 

「Ａ１３」 

全体で約１２６億。内訳は現在国費が約３６億、

起債が約５４億、一般財源が約３６億で考えて

います。１５年で単純に割った単年度の事業費

は約８億２千万になります。（国費が２億３千

万、起債が３億６千万、一般財源が２億３千万）。 

「Ｑ９」 

複数の土地を一つに

まとめることができ

ますか。 

「Ｑ１０」 

用 途 地 域 の 見 直 し

は？ 

「Ａ９」 

一つにまとめるためには、いくつかの基本的な

条件があります。①所有者が同じである、②抵

当権が設定されていない土地である、等が代表

的なものですが、当然のことながら設計上も検

討が必要となりますので、一つにまとめること

ができない場合もあります。 

「Ａ１０」 

現在、第１種低層住居専用地域という建築要件

がやや厳しい地域もあり、新しい市街地として

見直しを考えています。今後、協議・検討を行

っていきます。 



以上、主な質問等を掲載いたしました。 

 なお、説明会にどうしても来れなかった方々で、皆様方の隣組（班）などでも説明をして

ほしいという地区がございましたら、係までご連絡ください。日時等を調整の上、説明会を

開催させていただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

地元説明会でもご説明をさせていただきましたが、下記のとおり「時津中央第２土地区画

整理審議会委員選挙」を実施いたします。 

土地区画整理審議会は、区画整理事業の実施に伴う地権者の代表機関となり、住民の皆様

の意志反映や事業の公平・公正性を保つための大切な組織です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地区画整理審議会委員の選挙日程が決まりました。 

《審議会委員は、皆様方の声をまちづくりに反映させる代表者です。》 

地権者の方の立候補や推薦をお待ちしております！ 

土地区画整理審議会委員土地区画整理審議会委員土地区画整理審議会委員土地区画整理審議会委員    選挙日程選挙日程選挙日程選挙日程    

１０月２４日（月）［選挙期日の公告］ 

20 日後 

１１月１３日（日）［選挙人名簿の作成基準日］ 

１１月１４日（月）[・・・縦覧開始等の公告] 

１１月２１日（月）［選挙人名簿の縦覧開始］ 

名簿に関する異議申出期間 

１２月 ４日（日）［選挙人名簿の縦覧終了］ 

１２月２０日（火）［選挙人名簿の確定の公告］ 

［選挙すべき委員の数の公告］ 

［審議会委員の立候補届出受付開始］ 

１２月２８日（水）［審議会委員の立候補受付終了］ 

１２月２９日（木）［審議会委員候補者の氏名及び住所の公告］ 

１月１２日（木）［選挙場並びに投票時間及び開票の日時の公告］ 

１月２２日（日）[審議会委員選挙投票日] 

    

 

選

挙

期

日

の

公

告

か

ら

百

日

以
内 

借地権申告受

理を一時停止
します 

※※※※※※※※        選選選選選選選選挙挙挙挙挙挙挙挙人人人人人人人人名名名名名名名名簿簿簿簿簿簿簿簿のののののののの縦縦縦縦縦縦縦縦覧覧覧覧覧覧覧覧がががががががが始始始始始始始始ままままままままりりりりりりりりまままままままますすすすすすすす。。。。。。。。        

   ☆☆☆☆    縦覧日縦覧日縦覧日縦覧日    ：：：：    平成平成平成平成１７１７１７１７年年年年１１１１１１１１月月月月２１２１２１２１日日日日（（（（月月月月）～）～）～）～１２１２１２１２月月月月４４４４日日日日（（（（日日日日））））    

            ☆☆☆☆    時時時時    間間間間    ：：：：    午前午前午前午前８８８８時時時時４５４５４５４５分分分分～～～～午後午後午後午後５５５５時時時時３０３０３０３０分分分分    

            ☆☆☆☆    場場場場    所所所所    ：：：：    時津町役場時津町役場時津町役場時津町役場    都都都都市計画課市計画課市計画課市計画課    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地区画整理審議会土地区画整理審議会土地区画整理審議会土地区画整理審議会のののの構成構成構成構成とととと役役役役割割割割    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施行者は、次のような事項につい

て、審議会の同意あるいは意見を求め

なければなりません。 

★審議会の同意を要する事項（議決事

項） 

◎ 評価員の選任 

◎ 小宅地の基準となる地積の決定 

 ◎ 特別の宅地に関する措置 

★審議会の意見を聴かなければなら

ない事項（諮問事項） 

◎ 換地計画の作成及び変更 

◎ 換地計画に対する意見書の審査 

◎ 仮換地の指定 

審議会の主な役割はなに？ 
 

 

土地区画整理審議会は、事業を進めて 

いくうえで換地計画や仮換地指定など法 

律で定める事項を公正・中立な立場で審 

議していただくため組織されます。 

 

【土地区画整理法第 56 条】 

  公共団体が行う土地区画整理事業で 

は、地権者の意見や意向を事業に反映 

させるために、審議会の設置が義務付 

けられています。 

審議会とはどういうもの？ 

 

 

 

① 施行地区内の土地の所有者及び借地権者の代表 

② 区画整理事業の経験や知識を有する学識経験者（町長が選任） 

③ 委員の定数は「１０人」（権利者代表８人、学識経験者２人） 

④ 任期「５年」 

審議会委員の構成は？ 


